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桂川嵐山地区は，文化財保護法上の史跡及び名勝に指定されており，四季折々の美しい景観を有する観

光地となっている．一方，同地区は治水安全度が低く，近年毎年のように浸水被害が発生している．その

ため，国土交通省では平成16年台風23号洪水対応を目的とした3つの治水対策（可動式止水壁による左岸

溢水対策（令和4年3月完了），一の井堰改築，堰改築を含む派川改修）について，学識者や地元との協議

を重ねている．本研究は，嵐山の重要な景観要素である一の井堰の改築検討の基礎資料とすることを目的

に，文書・絵葉書・地形図に基づき現在までの一の井堰の変遷（堰形式，舟運利用，落水表情など）を明

らかにした上で，嵐山における一の井堰の景観価値について考察した． 
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１．はじめに 

 

(1) 背景と目的 

国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所が設置する

桂川嵐山地区河川整備検討委員会では,桂川嵐山地区に

甚大な浸水被害を与えた平成16年台風23号洪水をH.W.L.

以下で安全に流下させる治水対策について様々な対策に

関する比較検討を行ってきた.その結果，「史跡及び名

勝」嵐山への影響を極力抑制し浸水被害を速やかに軽減

する「可動式止水壁による左岸溢水対策」「一の井堰改

築」「堰改築を含む派川改修」の3つの治水対策を進め

ることとなった（図-1）．そのうち「可動式止水壁によ

る左岸溢水対策」が令和4年3月に完了した． 

今後，「一の井堰改築」の実施に向けて具体の設計検

討を進める予定であるが，それを「史跡及び名勝」嵐山

の価値を減じないものとするためには，これまでの一の

井堰の変遷や改築経緯を把握することが不可欠である． 

そこで，本研究では一の井堰を対象に，文書・絵葉

書・地形図に基づき現在までの変遷（堰形式，舟運利用，

落水表情など）を明らかにした上で，嵐山における一の

井堰の景観価値について考察する． 

なお，嵐山を対象とした既往研究には，近世の紀行文

の分析を通じて嵐山を含む嵯峨野の多様な風景観賞のあ

り方を明らかにした山口らによる研究 1)やレパートリー

グリッド法の派生手法を用いて「嵐山らしさ」の本質に

ついて考察した奥らの研究 2)などがあるが，現在までの

一の井堰の変遷や景観価値については十分には明らかに

されていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 桂川嵐山地区における一の井堰について 

桂川嵐山地区は昭和2年に文化財保護法上の「史跡及

び名勝」に指定されており，四季折々の美しい景観を有

する日本を代表する観光地である．一の井堰は，桂川の

水の流れに変化を与え，渡月橋等から嵐山とセットで眺

められる施設であり，嵐山の景観を構成する重要な要素

である（写真-1）． 

 

  

可動式止水壁による左岸溢水対策（R4.3完了） 

一の井堰改築 

河道掘削 

井堰改築 

落差工改築 

派川改修 嵐山 

図-1 桂川嵐山地区における３つの治水対策 

Ｎ 

写真-1 渡月橋から眺めた現在の一の井堰と嵐山 
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２．「史跡及び名勝」指定以前の一の井堰の状況 

 

(1) 江戸時代以前 

京都府の資料 3)によると，古墳時代に嵯峨・嵐山近辺

を治めていた秦氏が 5 世紀末に現在の一の井堰の原型と

なる葛野大堰を築造したとされる． 

9 世紀頃には宇多天皇が嵐山付近の桂川で遊覧し歌を

詠んだ 4)とされ，平安時代中期に編纂された 延喜式には

筏通しに関する記録があり，一の井堰周辺が古代より賑

わっていたことが垣間見られる． 

中世の桂川嵐山地区を描いた図絵5)によると，天皇や

貴族の行幸の場として栄えたことがうかがえる． 

近世になると，天龍寺などが桂川沿いに茶屋を出すよ

うになり，嵐山周辺は一般庶民の物見遊山の名所となっ

た（図-2）．また，近世初期に角倉了以によって保津峡

が開削され，筏流しや高瀬舟の交通が容易となり，一の

井堰周辺は川港としても栄えた7)8)． 

 

(2) 「史跡及び名勝」指定頃 

「史跡及び名勝」指定（昭和2年）頃の一の井堰は，

桂川の流向に対して斜めに角度がついた斜め堰であった

（図-3）．堰の構造は，木杭の隙間を石で間詰めしたも

のあり，木杭の間から白波がランダムに落下する落水表

情を有していた（写真-2）．堰上流の湛水面では舟遊び

が行われ（写真-3），堰の中央付近から左岸側に向けて

設けられた筏通しは筏流しの航路として使われていた． 

史跡及び名勝嵐山保存管理計画策定報告書 12)に記載さ

れている「史跡及び名勝」指定時の説明文のうち，嵐山

の景観を構成する要素に関連する読み下しは以下の通り

である． 

・主に嵐山のふもとの大堰川（桂川）の渓流の流れ 

・保津川より峡谷を下る舟遊びの趣は風光明媚である 

・嵐山は美しい樹木が茂り，春は花，秋は紅葉を鑑賞す

る客が絶えず，この麗しい眺めを楽しむ場所は対岸の

亀山公園である 

・「書冊岩」「龍門滝」「干鳥淵」は渓谷の名所として

多くの人に知られている 

・渡月橋並びに大堰（一の井堰）及びその堤防（中之島，

罧原堤）は著名である 

・嵐山一帯は史蹟と名勝が相互に入り組んで総合的な魅

力を発揮している 

以上のように，嵐山の重要な景観要素として川の流れ，

舟遊び，及び嵐山の森林が，渓谷の名所として3つの自

然対象（書冊岩，龍門滝，干鳥淵）が，著名な施設とし

て2つの人工対象（渡月橋，大堰（一の井堰）及びその

堤防）が挙げられており，一の井堰は「史跡及び名勝」

指定当時から著名な施設として位置付けられていたこと

が読み取れる． 

  

図-2 近世（江戸中期）の一の井堰周辺の様子 6)に加筆 

写真-2 「史跡及び名勝」指定頃の一の井堰 10)に加筆 

写真-3 「史跡及び名勝」指定頃の舟遊びの様子 11) に加筆 

一の井堰 

舟遊び 

図-3 「史跡及び名勝」指定頃の一の井堰周辺の地形図 9)に加筆 

中之島 

嵐山 

Ｎ 

大正14年 

舟遊び 筏通し 
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３．「史跡及び名勝」指定以降の一の井堰の状況 

 

(1) 一の井堰改築前 

「史跡及び名勝」指定（図-3）頃と現在の一の井堰に

改築（昭和26年）する前の平面図（図-4）を比較すると，

旧一の井堰や桂川の平面形状に変化は見られないため，

写真-2と同じ木杭の間から白波がランダムに落下する落

水表情を有していたと思われる．また，図-4では筏流し

の航路が示されており，筏通しの機能が継続していたこ

とが読み取れる．さらに，昭和 9 年の渡月橋の架け替え

や渡月橋左岸上流側に水制工のような施設が整備された

ことが分かる．水制工のような施設は，おそらく昭和 9

年の室戸台風を受けて整備された河岸防護施設であると

推測される． 

 

(2) 一の井堰改築直後 

戦後の食糧不足に対応するための灌漑用水の安定確保

を目的に，昭和26年に京都府営農業水利改良事業により

木杭による斜め堰（写真-2）から自然石張りのコンクリ

ート固定堰（写真-4）に改築された．この改築を機に，

落水表情は現在と同じ石張りの凹凸により白波がランダ

ムに発生する「伝い落ち」に変化した．また，図-5を見

ると，堰の両側に角落し形式の排砂門が設置され，改築

前の旧筏通しと同様に左岸寄りに筏通しが復元されたこ

とが分かる．ただし，筏流しの仕事は昭和23年になくな

っているため，この筏通しは「史跡及び名勝」指定当時

の堰の姿やかつて筏流しが盛んであったという河川文化

の名残を継承するという考え方で復元されたものと思わ

れる． 

 

(3) 現在 

図-6 を見ると，昭和 38 年に排砂門が可動形式の土砂

吐きゲートに改修されたものの，主要な視対象である堰

本体や筏通しは昭和26年の一の井堰改築後から現在に至

るまで維持されている．したがって，一の井堰の落水表

情は堰改築直後から変化していない（写真-4,5）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

  

 

  

図-4 一の井堰改築前の平面図 13) に加筆 

（赤字：図-3からの主な変化） 

図-5 一の井堰改築直後の平面図 14)に加筆  

（赤字：図-4からの主な変化） 

図-6 現在の平面図と一の井堰の縦断図 15)に加筆  

（赤字：図-5からの主な変化） 

Ｎ 

中之島 

渡月橋架け替え（拡幅）河岸防護施設

※河床の床止めは「史跡及び名勝」指定頃も存在したと推測 

Ｎ 

中之島 

桂川→ 

昭和11年 

平成25年 

筏流しの航路

排砂門（角落し形式） 

改
築
後
の
一
の
井
堰

中之島 

Ｎ 

旧筏通し 

筏通し 

桂川→ 

左岸取水路（開水路） 

昭和26年 

筏通し 

土砂吐きゲート（可動形式） 

写真-4 昭和30年前後（推定）の一の井堰 16)に加筆  写真-5 現在の一の井堰 

（土砂吐きゲートの堰柱は昭和26年当時のものを活用） 

桂川→ 

桂川→ 

一の井堰 縦断図 
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４．一の井堰の変遷の整理 

 

前述までの内容から「史跡及び名勝」指定時から現在

までの一の井堰の変遷は，以下のように整理される． 

「史跡及び名勝」指定時は木杭による斜め堰であった

が，昭和26年に自然石を表面に張り付けたコンクリート

固定堰に改築されたことで，白波を含む水平な落水表情

を有する姿が現在まで維持されている． 

排砂門（土砂吐き）の構造は，堰天端から鉛直方向へ

の施設の立ち上がりを抑えた角落し形式で昭和26年に設

置され，昭和38年の可動ゲートへの改築を経て現在に至

っている． 

筏通しは，昭和23年に筏流しの仕事が終わったにも関

わらず，堰改築に合わせて復旧され，堰本体と同様に自

然石張で修景された姿が現在まで継承されている． 

以上のことから，「史跡及び名勝」指定時から現在ま

での一の井堰の変遷は，『堰位置・堰構造・付帯施設に

変化が見られるものの，嵐山の重要な景観要素である舟

遊びが可能な湛水面，筏流しの歴史を想起させる筏通し，

白波を含む水平な落水表情，及び水面・山・舟のある風

景を阻害しない堰の姿は現在も継承されている』と総括

できる（表-1,図-7）． 

 

 

 

 

年代 全般 筏通し 排砂門（土砂吐き） 左岸取水路 

古墳時代（5世紀頃） 葛野大堰築造 － － － 

平安時代(800年頃) ↓ 筏通し設置 － － 

昭和 2年 
「史跡及び名勝」指定 

【木杭による斜め堰】 
↓ － － 

昭和23年 一の井堰改築着手 木杭の筏通しの撤去 － － 

昭和26年 
一の井堰改築完了 

【自然石張り固定堰】 
石張りの筏通しの設置 角落し形式の排砂門の設置 左岸取水路（開水路）の設置 

昭和38年 ↓ ↓ 可動形式の土砂吐きに改修 ↓ 

現在 ↓ ↓ ↓ ↓ 

図-7 「史跡及び名勝」指定時から現在までの一の井堰の変遷とりまとめ図 

表-1 「史跡及び名勝」指定以降の一の井堰の主な変化 
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５．一の井堰の景観価値について 

 

(1) 嵐山及び一の井堰の景観に関する既往論文での指摘 

レパートリーグリッド法の派生手法を用いて嵐山にお

ける森林景観の印象認識構造，及び地域らしさの評価構

造を明らかにした奥らの研究 17)では，“人工性と自然性

との調和”や“伝統的な形態の建造物や川・橋・山（森

林）のセット”が嵐山の地域らしさとして認識される傾

向にあり，“森林以外の様々な人工的周縁要因が，森林

を中心とする自然景の魅力と共存していることに「嵐山

らしさ」の本質がある”と指摘している．この指摘を踏

まえると，『主役である森林を中心とする自然景と，そ

れを縁取る人工的周縁要因（一の井堰や渡月橋）が調

和・共存している景観』が「嵐山らしい景観」であると

も言える． 

他方，近世の紀行文を分析することで嵯峨野における

多様な風景観賞のあり方を明らかにした山口らによる研

究 18)では，“嵐山の山容，松，山桜，大堰川の水の流れ

や水面，筏，大堰川から見る東山，法輪寺から見た双

岡・大堰川・轟橋・渡月橋，天龍寺の庭園からみた嵐山

と亀山の眺め”などが鑑賞対象であったと指摘しており，

そのうち“大堰川の水の流れや水面”は一の井堰と関係

が強い鑑賞対象であったと推察する．また，20 世紀前

半の絵葉書の分析により大堰川周辺域の景観構成や景観

河川内構造物（一の井堰や渡月橋）が存在する流域では

“構造物により生じる「流れ」や「しぶき」のような水

の運動と，それらが組合わされ同時に出現する水面が鑑

賞される傾向があった”と考察している．これらのこと

より，嵐山の景観の重要な要素として水面・しぶき・流

れといった「水の動き」が挙げられ，一の井堰はそれの

創出に不可欠な施設であると位置付けられる． 

 

(2) 一の井堰の景観的な特徴 

写真-6 を見て分かる通り，一の井堰の景観的な特徴

は，昭和 26 年の堰改築後から現在まで維持されている

白波を含む水平な落水表情（＝上記(1)で嵐山の重要な

景観要素として挙げられている「しぶき」）である． 

一丸らの研究 20)によると，越流型固定堰の落水表情は

設計段階で操作可能な一次要因（単位幅流量・下流水

深・落差高・落水部勾配）により予測が可能とあり，二

次要因として粗度（テクスチャー，材質）が挙げられて

いる（図-8）．一の井堰で見られる白波を含む落水表情

は，一次要因に加えて，堰本体の表面に張り付けられた

自然石の凹凸（＝二次要因の粗度）に水が当たった時に

発生する気泡に起因するものと考えられ，自然石の凹凸

度合いにより控えめなバラつきを見せている．なお，平

常時を含む堰を流下する流量が比較的少ない時は堰下流

面が全面的に白波で覆われ（写真-6），流量が多くなる

図-8 落水表情の規定要因 20)に加筆 

※論文 20)では，上図赤丸を設計段階で操作可能な一次要因，落水面

の粗度(テクスチャー，材質)などを二次要因として挙げている． 

写真-6 流量：約10m3/s、越流水深：約10cmの落水表情 

※全面的に白波が発生 

写真-8 流量：約36m3/s、越流水深：約24cmの落水表情 

※白波が消失 

写真-7 流量：約20m3/s、越流水深：約16cmの落水表情 

※白波発生位置が徐々に低下 
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につれて白波が発生する高さが徐々に低くなり（写真-

7），まとまった雨が降った時には消失する（写真-8）

ことを把握している． 

また，堰天端から鉛直方向に立ち上がる施設がないこ

とも景観的な特徴と言え，これにより「史跡及び名勝」

指定時から現在まで継承されている水面・山・舟のある

風景を阻害していないことがいずれの写真を見ても分か

る．このような現在の姿になった要因としては，昭和

26 年の堰改築時に角落し形式の排砂門を採用したこと

が大きい．当時の検討経緯 21)を確認したところ，検討当

初は門柱と操作台が必要な引き上げゲート形式であった

が，石原藤次郎（京都大学教授※当時）の「風致上見ら

れたものではない」や武居髙四郎（京都大学教授※当時）

の「論ずる迄もなく他の工法を考えるべきだ」との意見

等を踏まえて，門柱と操作台が不要な角落し形式に変更

された（図-9）．このことから，当時の学識者も，堰天

端から鉛直方向に立ち上がる施設がない堰の姿が嵐山の

風致を保全するために重要であると考えていたことが読

み取れる． 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

(3) 一の井堰の景観価値 

前述までを踏まえると，一の井堰の景観価値は，1)嵐

山の風景の主役である森林を中心とする自然景を“水平

に縁取る”額縁あるいは舞台のような機能を有すること，

2)直線で人工的な印象の強い施設でありながら自然石の

凹凸に起因する控えめなバラつきのある白波を含む落水

表情により自然景と共存していること，3)堰天端から鉛

直に立ち上がる施設がないことにより嵐山・湛水面・し

ぶき・流れが一体となった「嵐山らしい風景」の形成に

貢献していること，と整理できる． 

 

 

６．今後の方向性 

 

本研究で明らかにした現在までの一の井堰の変遷，及

び一の井堰の景観価値を十分に踏まえた「一の井堰改築」

に向けて，今後，控えめなバラつきのある白波を含む落

水表情を再現すること，堰天端から鉛直に立ち上がる施

設がない堰を創出することなどに留意することが重要と

なる.「嵐山らしい景観」及び「一の井堰の景観価値」

を損なわないよう，既存の技術に捕らわれない堰の構造

とするための設計検討を鋭意進める必要がある． 
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図-9 堰改築時の排砂門の構造図 14) に加筆 

■採用案：角落し形式 

■当初検討案：引き上げゲート形式 

堰天端 

堰天端 

※昭和38年に可動ゲートに改築されたが，堰柱は現在も堰改築当時のものが活用されている． 
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